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テレビの攻撃的モデルと幼児の攻撃行動

ーモデルへの社会的強化の効果ー

後浜恭子 ・兼弘敦子

Effect of Social reinforcement to the TV Violent Model 

on Aggressive 8ehavior in Young Children. 

KVOKO ATOHAMA， ATSUKO KANEHIRO 

問題・目的

近年，マスメディア，特にテレビの放映する攻単行動

摘写の視聴者に及ぼす影響が，重大な社会問題のひとつ

として多くの関心を集めてきている。

アメリカではテレピに攻怒番組があふれ，多発する少

年非行への影響が大きな社会問題となっている (Stein，A. 

H. & Friedrich， L. K.)り。また，日本のテレビ1Ii組は東

南アジア方面にも続々と送られているのであるが，数年

前，香港の九百霊地区で日本の変身ものの番組のまねをし

ていた四歳の男児二人が，七階建てアパー卜の屋上から

飛び降り，一人が即死，一人が重傷を負うできごとがあ

った。

視聴者は，たとえ成人でもその迫力や臨場感から，放

映されるものを実像と知覚したり，現実感を著しく歪め

られたり麻郷させられたりする ことがある。まして現実

と非現実とがまだ混沌とした未熱な乳幼児の場合には，

映像される人物の行動や態度に同一視する可能性はさら

に強まり，機械人間や変身人間をまねて.高所から飛び

降りたり，刃物で傷つけたりすることも起こり得るであ

ろう。

攻撃の定義にはポジティプな函，ネガティプな面の二

面が考えられる。例えば，攻車産性について，個人の積極

性あるいは自主性を反映したものと解し，ケースワーク

に応用したaggressivecase workという方法がとられる

場合がある。これは，かなり積極的にケースワークを進

めていくというもので，この場合には攻掌性のポジティ

プな面を重視しているといえよう。

一方，ネガティプな意味では，攻撃牲とは一般的にど

のような形であれ，危害を避けようとする他人に，危需

を与えようとして行なわれる行動である，とされている。

本研究では攻怒性をこのネガティプな意味からとらえ，

以下検討していくこととする。

さて，攻量産行動が他人の行動を観察することによって

学習されるということを実証したのはBandura，Aであっ

た。彼は，自ら試行錯誤して行動を習得する直接学習に

対して，示範者(モデル)の行動を通して，自ら直接経

験することなく行動を習得する観察学習の有効性を示し

た。日常生活の中で自然と接する他者の行動が手本とな

って，孜々はいろいろな社会的行動を身につけていく。

これらは，環境との関わりの中で習得されるものという

意味から，社会的学習ともよばれているが，攻撃行動も

また，社会的行動のーっとして，観察学習によって習得

されるものと考えられている。

攻悠行動の生起については，他に本能説や動因説をみ

ることができる。フロイトやローレンツの本能説は，持

って生まれた本能や素質に原因をみる立場で，攻撃性は

欠くことのできない人間性の一部としている。また，ダ

ラードらの動図説は，攻盤は生得的な本能ではなく ，特

定の環境条件(欲求不満をひき起こす事件)に由来する

とみる立場である。

攻穆行動が生得的なものか，あるいは後天的なものか

を論じることは本稿の目的ではないが，必ずしもいずれ

か一方に規定される問題ではないと思われる。例えば

Hayes， S. C.， Rincover， A. & Volosin， D.引の研究によれ

ば，観書官学習によって新奇な攻怒行動の習得が行なわれ

ること，そして，それらの行動の維持には身体の感覚的

フィードパック(感覚的強化)が必要となるといわれて

いる。本研究では，これら攻怒行動生起の後序に関わる

問題のうち，後天的学習として習得されるとするBandura.

Aの理旬命に培づいて，攻E罪行動を示すテレビ番組の子ど

もに及ぽす影響を実験的操作により検討したい。

Bandura. Aの初期の実験3川は，攻怒的フィルムを用い

て次のように行なわれた。3歳から 5歳くらいの幼児を
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対録として，ふくらましたBobo人形(大きなゴム風船人

形)に攻撃を加えている映画(たとえば，鼻先を何度も

殴る，人形の上にすわりこむ，*ゃっつりろ。と叫ぶなど)

を見せる。その後で，映画の中の人形も含めたいろいろ

な玩具の用意している部屋で，一定時間自由に遊ばせる。

この期間に子どもたちの行動を観察し.子どもの行動が

モデルの行動にどの程度一致しているか，などを見るも

のであった。その結果，子どもはモデルの行動をそっく

り模倣するということがわかった。さらに攻撃的モデル

が非攻掌的モテールに比べて，多くの模倣的攻撃反応を生

じさせること，男児の方が女児よりも攻撃行動を多く模

倣すること，モデルの性別が箆要な彫響を及ぽすこと，

モデルの現実性(実物か映画か漫画か)により，模倣の

程度が影響されること，などが示された。このような実

験結果から，Bandura，Aは他人の行動を観察することに

よって新しい攻準を学習するということと，攻量産を実行

することは別であるということを導いた。攻撃行動は欲

求不満もなく ，危害の意図もなく ，無生物を相手に学習

される，つまり，攻撃は他人に対して実際の危害を加え

るのとは違った状況でも学習されうるとしたのである。

この笑験にひき続いて，フィルムを用いた攻撃行動習

得に関する実験が数多く行なわれてきた (Rosekrans& 

Hartup剖:Col1ins同;高島内)。これらは， Bandura. A.問
機，観察学習により攻撃行動が学習されることを実証し

ている。

さて，このような攻掌行動の模倣生起の程度に影響を

及ぼす要因のーっとして，モデルが受ける社会的強化

(Social Reinforcement)があげられる。これは，フィ

ルムの中で攻撃行動を示すモデルが，その行動によって

報酬を受けるか(1E強化)，前を受けるか (負強化)とい

うことが，観察者の行動に影著書をおよぼすということで

ある。 Rosekrans& Hartup')では，幼児を対象として，

モテ・ルの行なう攻撃行動に対して報酬が与えられる場合

には，負の強化を与えたり，報酬や銅をランダムに与え

る場合に比べると，攻撃行動の模倣の多いことが示され

た。また， Puelo.]. S目叫は，幼稚園児を対象に，モデル

の受ける報酬量を変化させるという操作を行なったとこ

ろ，モデルへの報酬が増すにつれて，子どもたちは攻慾

的行動をより多く模倣するということを見出した。

一般に.攻撃行動は日常場面では制止されることが多

く，モデルが罰を受けずにそのような行動を行なってい

ることは，脱制止の効果を持つことになると言われてい

る。モデルが行なっても罰されないことから，観察者自

身もその行動を実行しようとする傾向が強まるものと考

えられている。

(2 ) 

この脱制止効果に関連して，攻撃行動の模倣生起に影

響するもう一つの要因がある。それは，子どもを被験者

とした場合，実験室内に成人(実験者)が同室するか否

かということ，そして，同室した場合に，示範される攻

態行動に対して.成人がどのような強化を与えるかとい

うことである。これまでの研究では，成人が実験室に同

室した場合には，同室しない場合に比べて攻毒症行動の僕

倣は少ないということが見出されている(根本町。これ

は，賞罰の与え手である成人の存在によって，攻車産行動

が制止されていると考えることができょう。それで・は，

この成人がモデルの示す攻撃行動に対して，正あるいは

負の強化を与えたり，強化を与えない(然強化)でいた

ら.子どもたちの行動はどのように変化するであろうか。

Mandel. Robert， A.川は，子ども と一緒に番組をみる

成人が行なうことばによる是認，あるいは非難を観察し

た後，子どもの攻量産的行動の生起について調べている。

その結果，ことばで是認を受けた攻毒症番組をみた子ども

たちは，非難を受けた攻電車番組をみた子どもたちゃ，無

強化で攻量産番組をみた子どもたちゃ，攻撃番組をみなか

った統制鮮の子どもたちより，多ぐの攻毒症行動を示すこ

とが見出された。また，負強化群の子どもたちは無強化

の子どもより，さらに攻撃的行動の少ないこ とが示され

た。

これらの問題は，日常生活の中で，おとなが子どもた

ちと一緒にテレピの攻量産行動をみる際，おとなの示す態

度が子どもの行動にどのような影響をおよぼすか，とい

うことに関わってくると恩われる。

Bandura. A.の初期の実験以来，方法や解釈について幾

つかの批判が出されてきた。例えば，実験者の製作する

フィルムが標準的テレビ番組と違っていること，つまり，

フィルムにはプロットがなく，テレビではあり得ない行

動を示したりしていることである。また，フィルムの場

面と実験室場面の設定を全く同じにしている研究が多く，

実際にはテレビの視聴者がそのような機会を与えられる

ことは現実にはあり得ないこと等である。さらに，従来

の研究では被験者は一人で実験に参加しており，無生物

であるBobo人形を相手に，攻撃行動を行なうということ

が多かった。これに対し，Drabman. R. S. & Thomas. 

M. H.")やO'Neal，E. C.. McDonald. P. J.. Cloninger， 

C. & Levine， D.叫は，被験者が一人の場合と複数の場合

とを設定して，仲間と一緒の場合の方が互いに影響し合

って，攻撃行動の多く生起することを見出している。こ

れらのことから，実際のテレビ番組に類似した材料を観

察し，より日常場面に近い状況(見慣れた玩具や復数の

友人がいること)の中で，子どもの行動変化をとらえる
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ことが重要と考えられる。

本研究ではこれらの方法上の改善を行ない，実際のテ

レビ番組を材料として，同室する成人の与える強化が，

子どもの攻撃行動学習にどのような影響をおよぽすかに

ついて検討することを目的とした。従来の研究結果から，

成人がモデルの行動に対して正の強化を与えれば， r-ど

もの攻撃行動模倣の生起率は高くなり，逆に負の強化を

与えれば，生起率は相対的に低くなると考えられる。そ

こで本研究では特に，成人が正 ・負いずれの強化も与え

ない場合に，子どもの観察学習にどのような影符をおよ

ぽすのか，つまり，無強化が正 ・負強化の中間として位

置するものか，あるいは正 ・負いずれかの意味を持つよ

うに機能するのかを検討していくこととする。

実験方法

被験者にみせるテレビの内容は，ほんの一部というこ

とではなしある程度の起承転結を含んだ物語を構成す

るよう抜粋すること，時間も可能な限り実際の番組の長

さに近づけること，攻撃番組をみた後の観察のための白

由遊び場面では，テレビ内容の状況との類似をなくし，

自然な遊びの場面とすることを考慮した。

番組の選定(アンケート調査)

子どもとテレビとの関わりについてアンケートを作成

し，実験に用いる攻撃 ・非攻撃番組の選択資料とした。

この中で，子どもが実際にみている番組については，子

ども向けで攻撃シ}ンの多いもの，そうでないもの，お

とな向付で攻撃シーンの多いもの，そうでないもの(音

楽，クイズ，スポーツ番組等を含む)の午後4時以降放

映の番組を，各局とも満備なく選択した。対象幼児が保

育園児であるため，4時以降と限定した。計36醤組につ

き， 3段階評定(いつもみている，ときどきみている，

みない)を被験者の親に依頼した。本実験の被験者48名

(男子26名，女子22名)を対象にアンケー卜を行ない，

番組の選定を行なった。その結果，攻撃シーンの多い番

組のうち，最もよくみられている番組として Y反面ライ

ダーに 攻鎗シーンの少ない番組のうち，最もよくみられ

ている番組として、サザエさん。が選定された。

被験者観察学習実験に参加したのは上記の幼児のう

ち住吉区在住の 4・5・6歳児(4 歳 2 ヶ 月~ 6 歳 2 ヶ

月)48名。うち男子28名，女子20名であった。保管園の

担任保母に依頼し，ふだん親しくしている子どもについ

て，男子 ・女子2名ずつ計4名を一組としたク.ループを

作った。男子が多かったため，一組のみは男子4名のグ

ループとなった。これら12グループを，各群の平均年齢

がほぼ等しくなるようにして，次の4群にわり当てた。
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これらは3つの実験苦手と統制鮮であり，実験群の被験者

は攻・撃的醤組を，統制群は非攻撃的番組をみた。実験群

のうち第l群は正強化群で，同室した成人はモデルの攻

怒行動を承認 ・11賛した。第2群は負強化群で，同室成

人はそテソレの攻盤行動を非難する言語化を行なった。第

3群は無強化群で，成人はモデルの攻撃行動に対して何

らコメン卜を与えなかった。統制群では同室成人は無強

化の状態で被験者と一緒にVTRをみた。

実験デザイン 4 (正強化・負強化・無強化・統制群)x 

2 (被験者の性)

番組の作製 攻準的番組の内容は変身人間・機械獣(た

こ・ゴリラ)が登場。変身ののち，キック，格闘シーン

を含み，機械獣をたおすまでのストーリーを再現した。

非攻撃番組も同じく10分間に抜粋編集したものを用いた。

これら実験用の番組とは別に，自由遊びの後にみせるた

めのマンガアニメ(2分間)を準備した。これは被験者

全員が実験終了時にみた。

実験手続き 表 lに示すごとくである。被験者は入室

後成人とともにVTRをみて，第2番目のVTRを準備する

問，自由遊びを行なった。

遊びの観察 VTRをみる部屋と自由遊びをする部屋は

別の部屋であった。自由遊び場面では，万 ・ピストル ・

ハンマー ・Bobo人形・ 自動車・プロック ・折紙・ピーチ

ボール ・抱き人形という玩具を，被験者毎に毎回同じ位

置にセットしておいた。遊びの場面では実験者Bが無関心

な態度で同室し，被験者の行動記録を行なった。 10分間

の観察時間[~I ， 4人の被験者を10秒毎順次観察し，記録

を行なった。観察の補助手段としてテープレコーダに会

話を記録した。 10分間の観察結果を以下のカテゴリーに

分けて処理した。各カテゴリーとは，

O人に対する攻撃行動(もので人をたたく，ピストル

を人に向けてうつ，刃で切りつけるまねをするなど)。

OBobo人形への攻務行動(人形を手やものでたたく ，

ける，人形にうまのりになる，ふりまわすなど)。

0対象の特定できない攻撃行動(刃をふりまわす，ピ

ストルをうつなど)

これらを攻撃的行動として，その行動数を各ク.ループ

の個人毎にまとめて分析した。

結 果

10分間の自由遊び場面での被験者の行動を次のように

分析した。まず，行動描写とテープレコーダの両方の記

録から遊びの流れをまとめ， (ー)テレビの主人公との同一

視がどのように起っているか， (ニ)ク.ループ成員聞の協同

遊びとして，テレビの物語を模倣した遊びがどの程度行

(3 ) 
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表|実験 手続き

実験者 A 笑験者 B 被験者(4人ク勺レープ)

。テレビをみるととを告げ，名 |。実験者Bとともに 7"レイルー

前を確認し，被験者4名を連| ム陀入室
れて来る。

。「準備ができたよ」と言って 1 1。実験者AとともK映写室κ入
被験者を呼びに来る。 1 1 る。

。被験者といっしょκテレビを
みて承認 or非難 or無言の |。プレイルームの玩具の位置を|。実験者AとともKテレビをみ

態度をとる。 1 もと Kもどして訟<0 1 る。

。実験者Bとともに7'レイルー。テレビ終了後「もう一つのテ

レピの準備ができるまで，ま

た遊んで待っていてね」

。「また遊んで待っていようねJI ムにもど9，自由K遊ぶ
と言ぃ，再び無関心左態度で

。10分後「準備ができたよ」と

言って，再び被験者を呼びに

来る。

。被験者といっしょに無言の態

観察する。

。再ひ実験者AとともKテレビ

をみる。

度でテレビをみる。 I。フ。レイ←ムの玩具の位置を
もとκもどして名、〈。

。テレビ終了後，スイッチを切

り，終わりである ζ とを告げ 10テレ ビ終了後，被験者を保育 10実験者Bとともに保育場面に

る。 1 場面Kもどし，次の被験者を | もどる。

連れてくる。

。次の被験者を待つ。間にビデ

オテープの準備をする。

なわれているかを検討した。実験群と統制群の各グルー

プについて，これらが生じたか否かを示したのが表2で

ある。

(→主人公との司一視については，ことばの模倣と行動

の模倣との生起についてまとめた。ことばの模倣では，

、おれは仮面ライダーだ砂

ホいくぞー，仮面ライダ"

桶決闘だ，死ね_"

ホえーい，仮面ライダーキックだ砂

、怪獣だ，やっつけろH

、おい，手を上げろか

、うてー，怪獣だ。

(4 ) 

刈反商ライダー，パーン ・パーン"

‘とおー，死ねM

などのことばが多くみられた。ことばの模倣は表2にみ

られるとおり.非攻撃番組をみたク・ループより，攻撃番

組をみたグループの方が，よ り多くこれらのことばを使

用していることが示された。統制群第 lグループにO印

があるのは，男子1人が、、とおー，仮面ライダー砂、スカ

イキック仰ということばを発していることによる。

主人公の行動の模倣では，

o変身ポーズ

o相手を怪獣とみたてた格闘

oライダーキック
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表2 実験計と統制群における攻撃行動の模倣

主人公 と の同一視

成員による物語の模倣

ζ と ば 行 動

第 第 2 第 3 第 l 第 2 第 3 第 1 第 2 第 3 
クツレープ クラレーフ。 クツレープ クうレープ クうレープ クうレープ クうレープ クうレープ ク.)レープ

正 強化群 。 。 。 。 。 。 。 。 。
無強化群 。 。 。 。 。 。 × 。 。
負強化群 。 。 × × 。 × × × × 

統制群 。 × × 。 × × × × × 

※統制群の場合は実験場面で攻撃行動をみてい左いので

直後模倣とはいえないが，日常みているテレビの遅延

模倣が自由遊びの中にどの程度現われるかの指標とな

る。

など，番組主人公特有の行動がみられた。この項目での

統制群のO印は，先述の男子がキックの模倣を行なった

ことによる。

(二)グループ成員における物語の模倣遊びは，表2Iこみ

られるとおり，非攻撃番組をみた統制群では示されなか

った。実験群のうち，無強化群では3グル←プ中lつに，

負強化群では3グループすべてに，物語の模倣遊びlま示

されなかった。

全体としてみると，非攻撃番組をみた統制群では.3 

グノレ}プのうち男子一人が，ふだんみているテレビの影

響により，主人公のことばや特有の行動を筏倣したもの

の，他の子どもは実験場蘭ではこのような行動を示さな

かった。これに対し，攻緩行動をみた実験群では，主人

公との同一視による行動や，グループ全体としての遊び

は.VTRの物語を模倣したものが多いということが示さ

れた。実験群の中でも.1E強化群は主人公との同一視が

強く.3グループとも自由遊びでVTRでみた物語を模倣

した場面のみられることがわかった。一方，負強化若手は

個人的に主人公との同一視をことばや行動で示す子ども

はいるものの，比較的少ない傾向を示しており，グルー

プ全体の遊びとしても模倣されないことが見出された。

無強化群は主人公との同一視も強しグループ成員問で

VTRの遊びを模倣する傾向も比較的高いことが見出され

た。この結果から，同室する成人の無強化の態度は.ど

ちらかといえば正強化に近い機能を果しているというこ

とができると思われる。

このことは，タイムサンプリングを行なった各個人の

攻撃的行動についてみた場合，さらに明らかに示された。

図 lに各群の攻撃行動数の平均値を示した。図 1にみら

れるとおり，統制群に比較して，正強化群は最も攻撃行

動数が多く，ひき続いて無強化群であったが，負強化群

では攻撃行動数は統制群に最も近い値を示した。 4群の

平均値について広百万変換の分散分析を行なったとこ

ろ ， 群間に有意な差のあることが見出された (F3• 11= 36. 09. 
Pく 01)。下位検定の結果を表3に示した。表3でも明ら

かなように，正強化群は他の 3群より有意に多くの攻撃

行動数を示し，無強化鮮は負強化群，統制辞より有意に

多くの攻態行動数を示した。一方，負強化群は統制群と

の間に有意な差は見出されなかった。

次にこの全体値を男友別に示したのが図2である。こ

の図にみられるとおり，総じて男子の方が女子より攻撃

行動数の多いことが示された。また，男女ともに疋強化

群が攻盤行動数の最も多いこと，負強化群は統制群に近

い低い{直を示すことは共通であることが見出されたが，

無強化群における攻撃数は，男子においてより正強化群

に近い債を示すことが見出された。

4 (野)x 2 (性別)の分散分析の結果.1:干の主効果

(F3•40 =7.23. P< .01)と性別の主効果 (F，叫=10.27，

( 5 ) 
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Pく.01)に有意差が見出され，群×性別の交互作用が宿

意であることが見出された (F3••o =2.86. P< .05)。下位

検定の結果，男子では正強化群，無強化群の攻撃行動数

がほぼ等しく，統制群より有意に高い値を示しているの

に対して，負強化群は統制群との聞に有意な差は見出さ

れなかった(正強化群VS統制l群.t=4.35. df=40. 

P< .001 :無強化群vs統制群.t=4.65， df=40， 

P< .001:正強化群 VS負強化群， t=3.9， df=40. 

Pく 001:無強化群 VS負強化群.t=4.20， df=40， 

P<.OOl)。一方女子では，正強化詳のみが統制l群より1i

意に多くの攻撃反応数を示したが (t=6.45.df=40. 

Pく.001).他の2つの実験群では統制群との問に有意な

差は見出されなかった。また，実験群3群の中でも，正

強化群は他の2群より有意に攻重量行動数の多いことが示

された(正強化群VS無強化群.t=4.65.df=40.Pく.001: 

正強化群VS負強化群，t=5.40， df=40， P< .001)。

考 察

本研究では，攻撃行動を多く示す実際のテレビ番組を

材料として，テレビを一緒にみる成人がモデルの行動に

7 

6 

5 

4 

平

3 
{直 Wんゲ"////J r////////J r////////J V///////J 

2-1 協働 版物 ~ 隊指O，j

協働 協務 阪~

W&//hI 防協側 協銘倒

。
正強化群 無強化昌平 負強化群 統制群

図 1 各群の平均攻撃反応数

与える強化の種類が.子どもの攻撃行動生起にどのよう

な影響をおよぽすかを検討した。正強化，負強化，無強

化という 3つの条件を設定して攻撃番組をみる実験群に

対して，非攻悠番組をみる統制群(無強化)を設けた。

VTR観察後の自由遊び場面における被験者の行動を観察

して分析を行なった。

正強化群と無強化群は主人公のことばや行動の模倣が

多いというだけではなく，集団の遊びとしてVTRでみた

遊びの流れをとり入れた模倣遊びが多いということが示

された。これに対し，負強化群では，個人的に主人公と

の同一視を示す子どもはいたが，グループの道びとして

物語の模倣を行なうグループは全くなかった。しかも，

7 

6 

表 3 実験群と統制l群の平均攻撃行動数についての

下位検定結果

正強化群

無強化群

負強化群

統制群

正強化無強化負強化 統制群
群群群

2.78* 5.17榊 6.00林

2.78* 3.61** 

0.83 

本 p< 0.5 ，料 P< 01を示す

仁コ男子

WA女子

平 5

均 4

値 3 

2 

。
無強化群 負強化群 統制群

図2 各群の男女別による平均攻撃反応数

(6 ) 
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主人公のことばを模倣する子どもの数に対し，実際の行

動を行なう数が低いことが示された。統制群の子どもた

ちは，実際の実験場面では攻撃のシーンは見ておらず，

これらの値が低いことに対して，実験務は全体的に高い

備を示した。このことから実験若手の行動はVTRをみたこ

とに基づく示範効果を反映したものであるということが

できょう。

正強化群は攻撃行動数が多く，攻撃シーンをみたこと，

および正強化が攻撃行動への脱常利止効果の役目を果した

ことがうかがわれる。この脱制止効果は然強化の場合に

もみられたが，負強化ではこの効果が非常に弱いという

ことが示された。

本研究では，強化の与え手が成人女性であった。との

ことと本結果にみられた脱制止効果とは，どのような関

連があると考えられるだろうか。これと関連して，テレ

ビ番組の視聴について本実験の被験者に対して行なった

ものと同じアンケートを大阪府下の幼児557名について行

なった(平野区 ・西成区 ・域東区 ・淀川区 ・港区。男子

277名，女子280名)。ふだんテレビを一人でみているか否

かについては，一人でみていると答えた者は7.7%にすぎ

ず，残りは家族のうち誰かと一緒にみているという回答

があった。そのうち92.4%の子どもは一緒にみている者

とテレビの内容について話し合うとしており，その相手

は母親が43.3%.父親が27.8%.祖父母10.8%.その他

兄弟や同年齢の子どもたちがこれに重複している。

この結果からもみられるように，ふだんの生活て・母親

が子どもたちの社会的行動に強化を与える機会は多く .

その意味でも本研究の成人女性の存在は，日常場面にお

ける母親との栂互関係に準じたものとみなすことができ

ょう。ふだん攻撃的行動に対して負の強化あるいは無強

化でいることの多い成人女性(母親)が，正の強化を与

えるということは，子どもたちの攻撃行動をひき出すの

により強し通インパクトを与え，強い脱能IJ止効果を与える

結果になったものと考えることができょう。

次に本研究では，攻撃行動に男女差のあること，また，

無強化の果す機能が男子の場合と女子の場合とで異なる

ことが見出された。

一般に，攻撃的な行動は男子に多くみられるといわれ

ているが，これはホ男の子九ホ女の子。ということに対

して，無意識のうちにおとなが行なっている養育態度と

大きく関連していることが指摘されている。特に，親が

攻撃行動のモデルとなっている場合は多くみられ，男子

でl立体罰をよく行なう親の場合に，子どもの攻撃行動模

倣率の高いことが晃出されている(高島べFairchild，L.， & 

Erwin， W. M3))。

今，，に1u。4

先のアンケー トのうち番組視聴率について調べると，

上位の醤組に性差が示された。男女別の人気番組をみて

みると，男子では、仮面ライダ"や、ウルトラマン。

などの攻管シーンの多いものが，女子に比べてよくみら

れている (88%)。女チは男子に比べて，、まんが日本昔

ぱなし"などの非攻麟番組をよくみており，男子に人気

のある攻撃的番組をみている女子は男子の4分の 1 (23 

%)であった。

このように，男子が攻撃的シーンの多い番組を好んでる

みるのは，ふだんおとなが男子の攻撃的行動に対して比

較的寛大であることに由来するものと思われる。男子は

テレビの主人公と自分とを同一視し，攻撃行動を行なう

ことで、怪獣(懇)かをたおし，主人公の受ける正の強化

を問緩的に体験しているのであろう。一方，友子は，ふ

だんから攻撃的行動を行なうことについては，男子に比

べて禁止されることが多く，主人公との同一視を行なう

ことが正の代理経験となりにくいため，攻撃的番組をみ

る機会が減少し，行動そのものも相対的な値は低くなる

ものと考えられる。

これらのことを背景とすると，同室した成人が無強化

である場合，男女の攻接行動の模倣に差が出たのは次の

ように考えることができょう。すなわち，男子の場合，

ふだん攻撃行動を行なった際，女子に比べて正の強化を

受けることが多い。そのため，男女を相対的にみると，

同じように攻撃行動を行なった場合，女子の方が規範か

らの逸脱を感じる度合は強いと思われる。このことは，

実験群3若手のうち女子では正強化群のみが攻整行動数の

多かったことからも示されるであろう。つまり，女子は

攻墜行動を抑制することを学ぶことのfiが多いので， 言

語による及認がない限りは，無強化の意味を承認、と受け

取る傾向は比較的弱いものと考えられる。一方，男子で

はふだんから女子よりも攻撃行動を行なうことについて

承認される経験をくり返し行なっているため，社会的な

強化(賞賛や罰)の与え手である成人が，モデルの示す

攻撃行動に何の強化も与えない場合には，それを承認し

たものと受けとる傾向が強くなると考えられる。

本研究では，おとなの与える強化が子どもの攻撃行動

の生起におよlます影響を検討してきた。観察学習の持つ

脱告IJ止効果(正強化の場合)や制止効果(負強化の場合)

については，従来の研究から反応傾向の予測をし得る。

今後の課題として，無強化事態での性差が幼児期に至る

までのどの時点で現われ始めるのかということ，また例

えば高島町らが指摘しているような親の養育態度など，ど

のような要因がその出現に影響をおよぽしているかとい

う点についてさらに検討していく必要があろう。

(7 ) 
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要約

本研究では攻穆行動を多く示すテレピ番組が，幼児の

攻継行動生起にどのようとE影響をおよ'1ますかについて検

討した。テレビを一緒にみる成人がそテ・ルの攻悠行動に

与える強化を傑作し，その影響を調べた。攻撃的醤組を

みる実験群には正強化群m賛群)，負強化群(罰群)，
無強化群の 3税を設定し， 統制務として非攻~的番組を

みる8手を設けた。

被験者は 4~6歳児48名(男子26名，女子22名)であ

った。被験者にアンケートを行ない，視聴率の伝も高い

醤組につき，攻略Zシーンの多い攻悠的番組と非攻撃番組

を選定した。これらの30分間番組を，ストーリーを保っ

て10分間に編集しなおし，実験フィルムとして用いた。

被験省は男チ2名，女子2名の4名がーグループとなっ

て(ーグループのみ男子4名)フィルムを観察した。直

後の10分間の自由遊び場面における各被験者の行動につ

いてタイムサンプリングを行ない，会話をテープレコー

ダに記録して分析を行なった。

結果は以下のとおりであった。

1 )全体として攻撃行動数は男子の方が女子より多かっ

" h、ー。

2 )実験群が統制群より1J~に多くの攻撃行動数を示し

たことから，実験群に攻毒症的醤組をみたことによる示範

効果のあったことが示された。

3 )男女をこみにしてみた場合，実験群のうち正強化群

は最も攻掌行動数が多く .統制群と有意差のあること，

また負強化群は最も攻撃行動数が少なく，統制鮮との聞

に有意な差は見出されなかった。また，無強化群は統制

群より有意に攻掌行動数が多く，正強化群とほぼ等しい

値を示した。

4 )強化の種類と性別との交互作用が見出された。すな

わち，男子では正強化群，無強化群が負強化群，統制群

よりfi意に攻撃行動数が多いが，女チでは正強化群のみ

が統制群より有意に多くの攻撃行動数を示した。

攻m行動数が相対的に多いこと，および正 ・負強化の
効果については従来の研究結果と一致した。無強化群で

見出された男女差について，ふだん行なわれている攻豊富

行動に対するホ男の子ヘ 、、女の子砂としての養育の違い

との関連から考祭を行なった。
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Summary 

It has become one of a social problem that a TV violent scene affects on aggressive behavior in young children目

The purpose of this study was examined the Illodeling effect of thesεTV progralll under some conditions of social 

reinforcelllents ; positive. negative and no reinforcement. There were these 3 conditions in experimental group， and 

a female adult ga¥'e each reinforcement to the model's violent behavior during observational session. Control group 

subjects watched at a non.aggressive TV program in the no.reinforcement condition. 

48 from 4 to 6 year.old children served as subjects (26 boys and 22 gir1s). There were 12 groups consisting of 2 boys 

and 2 girls (only 1 group was consisted of 4 bo)'s). Each condition (3 experimental and a control) had 3 sub groups 

respectively. After watching at TV subjects had free play session for 10 minutes. The number of aggressive behavior 

a日dtheir conversation were recorded. 

Following were main results : 

1) Boys showed more aggressive behavior than girls 

2) Mean number of aggressive behavior of the experimental conditions was greater than that of control condition. 

This meant that there was a modeling effect in the experimental conditions. 

3) The positive reinforcement group and the no・reinforcementgroup showed greater number of aggressive behavior 

than the negative reinforcement group and the control group 

4) The interaciton between reinforcemcnt and sex was significant. Boys showed greater aggressive behavior in the 

positive and the no.reinforcement group than in the negati¥'e reinforcement and the control group. 011 the other hand 

grils sho¥¥'ed greater aggressive behavior only in the positive reinforcement group than in the control group. 

The sex difference in the no.reinforcement condition was discussed by daily nursing attitude of sex roles 

(9 ) 


